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ストレス・マネジメント強化セミナー
＜セミナーのねらい＞
1.

2.

3.

１． 職場の人間関係を振り返る
（１）人間関係を築くコミュニケーション
（２）人間関係を壊すコミュニケーション
２．自分の行動傾向を知る
（１）行動傾向から見えるコミュニケーションの強みと
　　弱みを把握する
（２）対人対応３つのスタイルと３つの自己表現

３． コミュニケーション力を高める
（１）多様な価値観と職場の人間関係
（２）良好な人間関係づくりの心構え
（３）自己主張できない要因と適切な自己表現

～アサーティブ行動を行うためには
４．メンタルヘルスの基礎知識
（１）ストレスの構造と初期症状・初期対応
（２）ストレス耐性を高めるポイント
５．まとめ～職場での実践に向けて

9：30 開始

17：00 終了

プログラム

職場の様々な場面で他者も尊重しながら自分の主
張も伝えるスキルを身につけます。
対人関係における自分の行動傾向を知り、より望ま
しいコミュニケーションスタイルへの改善により、仕
事の質の向上、良好な人間関係をつくることに役立
てます。
メンタルヘルスやストレスに関しての正しい知識を
習得し、メンタル不調の予防やストレス耐性を高め
るコツを身につけます。

若手社員戦力化講座 ❷ 良好な人間関係を作るための対人関係スキルとストレス耐性を高めるコツを身につける

対　象 新入社員～若手社員

日　時 2026年7月10日（金）　9：30～17：00

講　師 三浦　哲氏

会　場 道特会館 会議室  札幌市中央区北2条西2丁目（仲通り）
TEL011-251-8506  （案内図は36ページを参照願います。）

(公財)日本生産性本部
カウンセリング・マネジメントセンター講師

参加費

■ 会員 ： 23,100円（内税2，100円）
■ 一般 ： 28,600円（内税2，600円）
※「業務遂行“基礎力”向上セミナー」（7/9開催）と併せて受講

の場合は、お一人様につき10%割引致します。
※昼食は各自でお取りください。

定　員 30名（予定）

ロジカルシンキングセミナー
＜セミナーのねらい＞

マトリクス思考で情報を整理し不足情報、余計な情報
などを分析できる。
ピラミッド構造の思考で、上位下位概念で掘り下げる・
広げることができる。
三角ロジックの思考で相手が納得しやすい主張を構
成できる（根拠があるか、筋が通っているか）。

１． はじめに
 （１）ロジカルシンキングとコミュニケーション
 （２）情報伝達における昨今の課題
 （３）業務遂行におけるロジカルシンキングの基本
２． 情報の整理
 （１）ブレーンストーミング
 （２）マトリクスの種類と項目づくり
 （３）不足情報と不要情報
 （４）ミニ演習

３． 情報の展開
 （１）ピラミッド構造（上位概念と下位概念）
 （２）ロジックツリーの活用
 （3）モレなく、ダブリなく（MECEの考え方）
 （4）ミニ演習
４． 主張の構築
 （１）三角ロジック（主張と根拠の関係）
 （２）リンクマップ（筋が通る流れとは）
 （３）ミニ演習
５． 総合演習　「ケース：上司からの指示に対する報告」

9：30 開始

17：00 終了

プログラム

ビジネスパーソンの必須スキル

ビジネス活動の土台として必要不可欠な論理的なコミュ
ニケーション技術を習得します。情報を整理し、自分の主
張・意見としてまとめあげていく技術を次の3点から学習
します。
1.

2.

3.

対　象 管理者、監督者、中堅社員、若手社員

日　時 2026年7月24日（金）　9：30～17：00

講　師 三浦　哲氏 (公財)日本生産性本部
カウンセリング・マネジメントセンター講師

参加費
■ 会員 ： 23,100円（内税2，100円）
■ 一般 ： 28,600円（内税2，600円）

会　場

定　員 30名（予定）

※昼食は各自でお取りください。

道特会館 会議室  札幌市中央区北2条西2丁目（仲通り）
TEL011-251-8506  （案内図は36ページを参照願います。）

17：00 終了

プログラム

コーチング・ＯＪＴ実践セミナー
管理・監督者必須!!部下支援・動機付けのマネジメントスキルを学ぶ

＜セミナーのねらい＞
管理・監督者の「支援責任」と「育成責任」がＯＪＴの基
本であることを認識します。
部下がいきいきと働くための条件を“カウンセリング・
マネジメント”の視点から学びます。
部下への動機付けおよび改善を促すためのスキルを
身につけます。
コーチングをＯＪＴに活かすための理論学習と演習を
実施します。

1.

2.

3.

4.

1． はじめに
 （１）本研修のねらい
 （２）人材育成は職場の問題解決
２． 人材育成のマネジメント
 （１）人材育成のPDCAサイクル活用のポイント
 （２）ＯＪＴの考え方と仕組み～計画指導と機会指導
 （３）コーチングとティーチング～育成につなげる活用のポイント
 （４）人材育成のために欠かせない態度・心構え
 （5）ケース研究「指導役の任命」

３． 人材育成のコミュニケーションスキル

 （１）自己表現力

 （２）質問力　

 （３）受容力

 （４）強化・承認力

 （５）グローモデルの活用～成長を後押しする働きかけ

４． コーチングの実践

 （１）部下の成長を共に考える

9：30 開始

対　象 管理者、監督者、人事・総務・教育部門の管理者・担当者、労組役員

日　時 2026年7月17日（金）　9：30～17：00

講　師 星名　英樹氏 (公財)日本生産性本部
カウンセリング・マネジメントセンター講師

参加費
■ 会員 ： 23,100円（内税2，100円）
■ 一般 ： 28,600円（内税2，600円）

会　場 道特会館 会議室  札幌市中央区北2条西2丁目（仲通り）
TEL011-251-8506  （案内図は36ページを参照願います。）

定　員 30名（予定）

※昼食は各自でお取りください。

業務遂行“基礎力”向上セミナー
＜セミナーのねらい＞

組織の一員として組織の成長へ貢献していく姿勢を
身につけます。
マネジメントサイクル（ＰＤＣＡ）を業務や自分自身の
中で実践するポイントを学びます。

“わかる”だけではなく“できる”人材になるための基
礎スキルを習得します。

1.

2.

3.

１．組織が求めるビジネスパーソンを理解する
（１）組織の構造と果たすべき役割
（2）自立型人材を目指す
　　①成長していく自立型人材とは
　　②依存型人材と評論家型人材
（3）モチベーションを高める
　　①モチベーションと自己成長
　　②成長し続ける人材

２． 業務遂行力を高める
（１）ＰＤＣＡサイクルの正しい理解
　　①目標設定のポイント
　　②作業レベル、行動レベルの思考と表現
　　③想定できる障害への対応策
　　④進捗管理のポイント～現状把握の重要性 
（２）問題意識の高め方と留意点
　　①問題解決の仕組みと掘り下げる思考
　　②論理的思考の基礎とは何か
（３）報告・連絡・相談の意義と実践
3．まとめ～研修活用シート作成

9：30 開始

17：00 終了

プログラム

若手社員戦力化講座 ❶“仕事ができる人”になるための基礎となるスキルを習得する

対　象 新入社員～若手社員

日　時 2026年７月9日（木） ９：３０～１７：００

講　師 三浦　哲氏

会　場 道特会館 会議室  札幌市中央区北2条西2丁目（仲通り）
TEL011-251-8506  （案内図は36ページを参照願います。）

(公財)日本生産性本部
カウンセリング・マネジメントセンター講師

参加費

■ 会員 ： 23,100円（内税2，100円）
■ 一般 ： 28,600円（内税2，600円）
※「ストレス・マネジメント強化セミナー」（7/10開催）と併せて

受講の場合は、 お一人様につき10%割引致します。
※昼食は各自でお取りください。

定　員 30名（予定）


